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【
資
料
紹
介
】
吉
田
茂
宛
竹
内
綱
書
簡
（
続
）久

保
庭
　
萌
（
当
館
学
芸
員
）

一
　
書
簡
の
概
要

当
館
で
は
、
吉
田
茂
関
連
資
料
を
多
数
所
蔵
し
て
お
り
、
な
か
に
は
吉
田
茂
宛
な
い

し
吉
田
作
成
の
書
簡
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
吉
田
家
旧
蔵
資
料
に
吉
田
の
実

父
で
あ
る
竹
内
綱
が
息
子
の
吉
田
に
あ
て
た
書
簡
が
五
通
あ
り
、前
回
の「【
資
料
紹
介
】

吉
田
茂
宛
竹
内
綱
書
簡（
１
）」
に
て
、
竹
内
の
書
簡
を
二
通
紹
介
し
た
。
今
回
は
残
り
の
三

通
を
紹
介
す
る
。

前
回
は
、
日
本
の
対
中
外
交
に
関
す
る
竹
内
と
吉
田
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
や
活
動
を
垣

間
見
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
で
あ
っ
た
。
一
方
、
今
回
紹
介
す
る
資
料
か
ら
は
、
大

陸
経
営
に
関
わ
る
竹
内
綱
の
実
業
家
と
し
て
の
側
面
と
、
中
国
に
お
け
る
日
本
人
の

経
済
活
動
を
支
援
す
る
、
吉
田
の
領
事
と
し
て
の
活
動
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
。
竹
内
は
、
日
本
国
内
に
お
い
て
様
々
な
企
業
の
設
立
・
経
営
に
携
わ
っ
て
い
た
が
、

一
八
九
〇
年
代
以
降
は
京
釜
鉄
道
敷
設
を
嚆
矢
と
し
て
、
朝
鮮
半
島
及
び
中
国
へ
の
経

済
進
出
に
も
目
を
向
け
て
い
た
。

書
簡
が
書
か
れ
た
時
期
、
吉
田
茂
は
安
東
領
事
を
務
め
て
い
た
（
一
九
一
二
年
～

一
九
一
六
年
）。
安
東
は
現
在
の
遼
寧
省
丹
東
市
に
あ
た
る
。
日
露
戦
争
時
に
日
本

陸
軍
が
第
一
軍
の
兵
站
基
地
と
し
て
軍
政
を
敷
き
、
南
満
洲
鉄
道
安
奉
線
の
安
東
駅

が
置
か
れ
、
鉄
道
附
属
地
と
と
も
に
日
本
人
居
留
地
が
形
成
さ
れ
た
場
所
で
あ
る
。

一
九
〇
六
年
の
軍
政
廃
止
後
、
日
本
人
居
留
地
は
外
務
省
の
管
轄
と
な
り
、
吉
田
が
領

事
を
務
め
た
一
九
一
〇
年
代
に
お
い
て
は
、
居
留
地
の
監
督
保
護
権
は
領
事
が
有
し
て

い
た
。
ま
た
、
居
留
地
経
営
に
つ
い
て
は
、
一
九
〇
五
年
に
制
定
さ
れ
た
居
留
民
団
法

に
よ
り
、
行
政
機
関
と
し
て
居
留
民
団
役
所
が
設
置
さ
れ
た（

２
）。

二
　
書
簡
の
釈
文
と
解
説

【
三
】
吉
田
茂
宛
　
竹
内
綱
書
簡
　〔
一
九
一
四
〕
年
三
月
一
二
日
付

福
沢
ハ
日
本
瓦
斯
会
社
之
社
長
ニ
有
之
候

先
月
一
五
日
之
手
紙
落
手
春
暖
之
侯
相
揃
平
安
之
趣
抃
喜
之
至
ニ
候
、
爰
許
全
家
無
事

省
念
可
有
之
候
、陳
ハ
馬
龍
潭
氏
之
画
幅
贈
与
ニ
付
絶
句
ニ
而
も
謝
意
を
表
し
度
候
処
、

先
月
始
よ
り
同
時
ニ
会
社
紛
議
之
調
停
之
依
頼
ニ
よ
り
頗
ル
取
紛
、
未
タ
不
相
片
付
候

様
之
都
合
ニ
而
遅
延
致
候
、近
日
相
果
候
様
可
致
候
間
其
旨
相
断
度
候
様
被
致
度
存
候
、

扨
福
沢
桃
助
よ
り
安
東
県
瓦
斯
会
社
之
件
ニ
付
別
紙
之
通
依
頼
し
来
リ
、
何
ト
か
解
決

ニ
相
成
候
様
領
事
之
内
意
承
度
と
の
事
御
座
候
間
、
不
得
已
申
遣
候
間
如
何
様
ニ
而
も

内
意
被
申
越
度
候
、
福
沢
ニ
対
し
決
し
而
遠
慮
ニ
及
不
申
ニ
付
適
当
之
処
決
被
致
度
存

候
、
右
申
遣
度
　
草
々
不
備

三
月
十
二
日
　
竹
内
綱

　
吉
田
茂
殿

【
解
説
】

【
三
】
の
書
簡
の
後
半
で
は
、
安
東
瓦
斯
会
社
の
経
営
者
で
あ
る
福
澤
桃
介
か
ら
安

東
瓦
斯
会
社
に
つ
い
て
、
竹
内
を
通
じ
て
、
吉
田
に
仲
裁
を
依
頼
す
る
内
容
が
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
登
場
す
る
福
澤
桃
介
と
は
、
実
業
家
と
し
て
日
本
各
地
の
電
気
会
社

の
設
立
に
携
わ
り
、「
電
力
王
」
の
異
名
を
と
っ
た
人
物
で
あ
る
。
日
本
国
内
に
お
け

る
電
力
事
業
に
尽
力
し
た
福
澤
だ
が
、
一
時
は
、
日
本
瓦
斯
会
社
を
設
立
す
る
な
ど
ガ

ス
事
業
へ
も
進
出
し
て
い
た
。
安
東
瓦
斯
会
社
も
福
澤
が
関
連
し
た
事
業
の
ひ
と
つ
で

あ
る（

３
）。
安
東
瓦
斯
会
社
は
、一
九
一
二
年
、福
澤
と
千
葉
胤
義
、石
原
正
太
郎
ら
に
よ
っ

て
設
立
さ
れ
た
。

安
東
瓦
斯
会
社
に
つ
い
て
は
、
同
じ
資
料
群
に
二
点
関
連
資
料
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は

杉
原
佐
一
郎
宛
川
村
譲
吉
書
簡
で
あ
り
、も
う
ひ
と
つ
は
「
要
旨
」
と
表
題
の
つ
い
た
、

安
東
瓦
斯
会
社
本
社
移
転
の
顛
末
に
つ
い
て
書
か
れ
た
内
容
の
メ
モ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
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は
、
竹
内
の
書
簡
の
「
別
紙
」
に
あ
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
安
東
瓦
斯
会
社
紛
議
の

詳
細
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
資
料
に
よ
る
と
、
安
東
瓦
斯
会
社
は
設
立
以
降
、
経
営
者

間
で
意
見
の
相
違
が
あ
り
、
旧
役
員
で
あ
っ
た
福
澤
桃
介
ら
が
辞
任
し
、
新
た
に
高
木

得
三
が
事
業
を
継
承
し
よ
う
と
し
て
い
る
状
況
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、
会
社
内
で
の
紛
議

に
加
え
、
会
社
の
事
業
が
計
画
通
り
進
展
し
て
い
な
い
と
し
て
領
事
か
ら
再
三
注
意
を

受
け
て
い
た（
４
）。
安
東
瓦
斯
会
社
側
と
し
て
は
、
業
績
不
良
と
な
っ
て
い
る
会
社
を
解
散

す
る
か
、
経
営
権
利
を
高
木
得
三
に
継
承
す
る
か
の
い
ず
れ
か
を
領
事
の
判
断
に
ゆ
だ

ね
て
お
り
、
高
木
が
経
営
権
を
継
承
す
る
場
合
は
、
役
員
変
更
と
本
店
移
転
の
登
記
を

受
理
願
い
た
い
、
と
の
依
頼
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
今
回
の
件
で
、
福
澤

が
吉
田
に
「
内
意
被
申
越
度
候
」
と
伺
い
を
立
て
た
内
容
は
、
安
東
瓦
斯
会
社
の
解
散

あ
る
い
は
継
続
の
選
択
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
こ
と
が
こ
こ
か
ら
判
明
す
る
。
竹
内
は
吉

田
に
対
し
、
福
澤
に
対
し
て
遠
慮
せ
ず
、
適
当
な
処
置
を
決
定
す
る
よ
う
自
身
の
意
見

を
添
え
て
い
る
。

日
露
戦
争
後
の
一
九
一
〇
年
代
、
安
東
を
は
じ
め
と
す
る
満
洲
の
鉄
道
附
属
地
に
お

い
て
、
日
本
は
現
地
の
近
代
都
市
化
と
そ
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
て
い
た
。

こ
れ
は
、
日
系
資
本
の
満
洲
進
出
に
も
欠
か
せ
な
い
要
件
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
イ
ン
フ

ラ
整
備
の
必
要
性
か
ら
、
安
東
瓦
斯
会
社
は
、
領
事
か
ら
強
く
事
業
の
進
展
を
催
促
さ

れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
安
東
瓦
斯
会
社
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
た

ど
っ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
安
東
に
お
け
る
ガ
ス
事
業
は
、
の
ち
に
南
満
洲
瓦
斯
会
社

に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

【
四
】
吉
田
茂
宛
　
竹
内
綱
書
簡
　〔
一
九
一
六
〕
年
五
月
二
二
日
付

陳
者
去
ル
十
日
之
手
紙
相
達
致
披
見
致
候
、
右
開
墾
地
之
義
ニ
付
希
望
者
ハ
実
ハ
先
年

朝
鮮
釜
山
近
傍
之
金
海
と
申
処
ニ
於
而
組
合
ニ
而
水
田
を
買
入
候
処
、「
□
」〔
抹
消
〕

是
迄
水
害
甚
敷
ニ
依
リ
水
利
組
合
を
設
け
築
堤
工
事
を
起
シ
昨
年
末
成
功
致
し
当
年
よ

り
相
応
之
収
穫
見
込
相
立
候
ニ
付
、
猶
朝
鮮
ニ
於
而
開
墾
地
を
取
入
度
聞
合
申
之
処
ニ

其
許
ヨ
リ
開
墾
地
之
申
越
有
之
候
ニ
付
御
設
計
書
を
組
合
ニ
為
見
候
処
朝
鮮
よ
り
ハ
有

利
之
見
込
ニ
付
、
此
方
を
取
調
申
度
申
事
ニ
相
成
候
ニ
付
、
猶
右
別
紙
頭
書
之
通
御
問

合
候
度
申
来
候
間
右
頭
書
之
件
ニ
付
取
調
之
上
一
報
有
之
度
存
候
、
右
返
報
ニ
依
リ
笠

井
愛
次
郎
・
栗
塚
省
吾
「
出
張
」〔
抹
消
〕
取
調
取
極
之
為
メ
其
地
ニ
出
張
之
筈
ニ
有

之
候
間
、
早
々
取
調
之
報
知
有
之
度
存
候
、
右
申
遣
度
、
草
々
不
備

五
月
廿
二
日
　
　
綱

茂
殿

尚
以
太
田
秀
次
郎
ニ
笠
井
面
会
、
金
井
佐
次
之
人
撰
ニ
付
承
候
処
、
当
時
失
敗
等
之
事

幷
ニ
此
ニ
懸
念
も
有
之
殊
注
意
も
有
之
候
由
、
尤
も
取
調
被
申
越
度
存
候
、
開
墾
地
ハ

官
有
地
之
払
下
カ
又
ハ
貸
シ
下
ニ
可
有
之
、
然
ル
時
金
井
農
耕
地
ハ
他
ニ
所
有
地
と
買

入
候
モ
ノ
ナ
ル
カ
無
、
左
テ
ハ
弐
万
余
円
ハ
随
分
高
価
之
様
被
相
考
候
也
、
実
ハ
金
井

ノ
分
よ
り
ハ
他
ノ
新
シ
キ
払
下
地
又
ハ
貸
下
地
等
ニ
而
水
田
ヲ
弐
百
町
内
外
を
取
入

度
、
組
合
之
希
望
ニ
有
之
候
間
、
猶
篤
与
取
調
有
之
度
存
候

【
解
説
】

【
四
】
及
び
後
述
の
【
五
】
で
は
、
安
東
に
お
け
る
農
地
売
買
に
つ
い
て
、
朝
鮮
で

の
水
田
開
発
事
業
を
企
図
し
て
い
た
事
業
者
に
対
し
、
吉
田
が
安
東
の
開
墾
地
を
斡
旋

し
、
そ
れ
に
対
し
て
竹
内
が
詳
細
を
吉
田
に
問
い
合
わ
せ
て
い
る
。

書
簡
に
よ
る
と
、
当
初
、
開
墾
地
購
入
希
望
者
で
あ
る
「
組
合
」
は
、
朝
鮮
釜
山
近

郊
の
金
海
と
い
う
地
域
で
す
で
に
水
田
開
発
を
行
っ
て
い
た
。
文
中
で
は
、「
組
合
」

は
金
海
に
水
田
を
買
い
入
れ
た
が
、
水
害
が
頻
繁
に
起
こ
る
た
め
、
水
利
組
合
を
立
ち

上
げ
、
築
堤
工
事
が
「
昨
年
末
成
功
」
し
た
と
あ
る
。『
朝
鮮
の
水
利
組
合
』
に
よ
る

と
、
金
海
で
は
水
利
組
合
が
一
九
一
二
年
十
一
月
に
設
置
さ
れ
、
翌
年
に
は
水
利
工
事

に
着
手
し
、
一
九
一
五
年
一
〇
月
に
竣
工
し
た
と
あ
る（
５
）の
で
、
こ
こ
か
ら
書
簡
が
書
か

れ
た
年
代
は
一
九
一
六
年
だ
と
推
定
で
き
る
。
し
か
し
、
文
中
に
で
て
く
る
「
組
合
」
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と
「
水
利
組
合
」
が
同
一
の
も
の
か
は
不
明
で
あ
り
、
さ
ら
に
竹
内
の
組
合
内
の
立
ち

位
置
も
ま
た
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
続
く
文
で
は
、
組
合
は
朝
鮮
で
さ
ら
に
開
墾

地
を
購
入
し
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
吉
田
よ
り
安
東
の
農
地
に
つ
い
て
の
話
を
持
ち
掛

け
ら
れ
た
の
で
、
該
当
す
る
土
地
の
設
計
書
を
組
合
で
確
認
し
、
朝
鮮
よ
り
は
有
利
な

見
込
み
だ
と
い
う
結
論
に
な
っ
た
、
と
あ
る
。
こ
こ
で
登
場
す
る
「
開
墾
地
」
と
は
、

お
そ
ら
く
後
述
の
金
井
佐
次
が
所
有
す
る
土
地
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
竹
内
は
吉
田

に
こ
の
「
開
墾
地
」
を
取
り
調
べ
、
調
査
内
容
を
報
告
す
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。
吉

田
の
返
事
に
よ
っ
て
は
、
笠
井
愛
次
郎
と
栗
塚
省
吾
が
現
地
に
出
張
し
、
取
り
調
べ
る

だ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
笠
井
愛
次
郎
と
栗
塚
省
吾
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
京
釜
鉄
道

の
関
係
者
で
、
竹
内
と
も
つ
な
が
り
の
あ
る
人
物
で
あ
る
。
笠
井
愛
次
郎
は
工
学
博
士

で
、
京
釜
鉄
道
敷
設
の
際
に
技
師
長
を
務
め
た（
６
）。
ま
た
、
栗
塚
省
吾
は
司
法
官
僚
で
、

一
九
〇
四
年
段
階
で
は
京
釜
鉄
道
の
社
員
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る（
７
）。ま
た
、

竹
内
と
栗
塚
は
太
平
洋
漁
業
株
式
会
社
の
発
起
人
総
代
を
務
め
て
お
り（
８
）、
共
同
事
業
者

と
し
て
の
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

続
く
追
記
で
は
、「
開
墾
地
」
を
所
有
す
る
金
井
佐
次
に
つ
い
て
、
笠
井
が
現
地
の

有
力
者
で
あ
る
太
田
秀
次
郎
に
面
会
し
、
人
柄
や
経
歴
に
つ
い
て
確
認
を
と
っ
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。
太
田
は
元
警
察
官
僚
で
、
安
東
居
留
民
団
が
設
置
さ
れ
た
当
初
か

ら
居
留
民
行
政
委
員
会
の
理
事
を
務
め
る
な
ど
、
現
地
の
有
力
者
で
あ
り
、
内
情
に
通

じ
て
い
た（

９
）。
書
簡
で
は
、
太
田
か
ら
、
金
井
に
つ
い
て
は
「
当
時
之
失
敗
等
之
事
」
も

あ
り
、
注
意
す
べ
し
と
い
う
話
に
な
っ
た
、
と
あ
る
。
こ
こ
で
登
場
す
る
金
井
佐
次
は
、

太
田
と
同
じ
く
安
東
の
居
留
地
で
は
古
参
の
人
物（
（1
（

で
、
安
東
市
の
郊
外
に
日
興
油
房（
（1
（

と

い
う
工
場
を
経
営
し
て
い
た
。
安
東
で
は
大
豆
の
生
産
が
盛
ん
で
、
大
豆
か
ら
抽
出
さ

れ
る
油
を
加
工
す
る
「
油
房
」
と
呼
ば
れ
る
工
場
が
市
域
に
多
く
存
在
し
た
。
な
か
で

も
金
井
の
経
営
す
る
日
興
油
房
は
、
一
九
一
五
年
時
点
で
、
安
東
で
は
最
も
多
い
生
産

量
を
ほ
こ
っ
て
い
た（
（1
（

。

竹
内
が
太
田
の
話
か
ら
金
井
に
対
し
懸
念
を
抱
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
竹
内

は
、
金
井
が
提
案
す
る
開
墾
地
売
買
の
金
額
は
、
官
有
地
の
払
下
げ
や
貸
下
げ
と
比
較

し
て
、
随
分
高
価
で
あ
る
と
の
印
象
を
抱
い
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
組
合
は
金
井
か
ら

提
案
を
受
け
て
い
る
土
地
と
は
別
に
、
払
下
地
や
貸
下
地
で
二
百
町
の
水
田
の
購
入
を

希
望
す
る
旨
を
伝
え
て
い
る
。
当
時
安
東
の
官
有
地
は
安
東
官
有
財
産
管
理
会
が
管
理

し
て
お
り
、
領
事
の
監
督
下
に
あ
っ
た
。
ひ
と
ま
ず
は
、
吉
田
か
ら
の
返
事
を
ま
っ
て

決
定
し
た
い
と
い
う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。
次
の
【
五
】
の
書
簡
に
は
、
こ
の
農
地
購
入

の
件
が
さ
ら
に
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。

【
五
】
吉
田
茂
宛
　
竹
内
綱
書
簡
　〔
一
九
一
六
〕
年
六
月
五
日
付

本
月
二
日
書
翰
到
達
披
見
候
処
、
先
月
廿
二
日
当
〔
カ
〕
方
よ
り
之
御
問
合
ニ
付
、
別

信
ニ
テ
一
応
相
答
至
候
へ
共
、
頭
書
末
文
ニ
安
東
沿
線
云
々
与
申
越
候
へ
共
、
別
信
之

頭
書
ニ
対
す
る
返
書
ハ
到
達
不
致
候
ニ
付
、
取
調
早
速
返
信
有
之
度
存
候
、
頭
書
者
左

之
通

一
　
農
耕
地
買
入
価
格
幷
諸
入
費
明
細
書

二
　
東
尖
山
興
隆
山
土
地
所
有
権
ニ
対
ス
ル
政
府
之
許
可
証
ア
リ
ヤ
、
若
有
リ
ト
ス
レ

ハ
其
証
書
写

三
　
安
東
県
市
街
ヨ
リ
東
尖
山
興
隆
両
地
エ
之
里
程
及
人
馬
往
来
道
路
ノ
現
状
如
何

四
　
計
画
書
ニ
依
レ
ハ
第
一
年
東
尖
山
水
田
八
十
町
歩
収
穫
数
弐
千
八
百
石
ト
ア
リ
、

初
一
年
度
ニ
於
テ
八
十
町
歩
ノ
開
墾
ヲ
ナ
シ
一
反
歩
ヨ
リ
三
石
五
斗
ノ
収
穫
見
込

確
実
ナ
ル
ヤ
如
何

五
　
計
画
書
ニ
依
レ
ハ
興
隆
山
水
田
三
十
町
歩
ト
ア
リ
其
外
四
百
町
歩
ニ
ハ
水
田
ト
ナ

シ
得
ヘ
キ
土
地
ハ
無
之
哉
、
若
有
ト
ス
レ
ハ
其
歩
数
ハ
何
程
ナ
ル
ヤ

六
　
小
作
人
食
料
一
名
六
十
円
ト
ア
リ
、
其
歩
数
何
程
ナ
ル
ヤ

六
〔
マ
マ
〕　
小
作
人
食
料
一
名
六
十
円
ト
ア
リ
、
右
ニ
テ
一
年
ノ
食
料
不
足
ナ
キ
哉
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七　

厳
寒
氷
結
ノ
時
季
ハ
毎
年
四
五
ヶ
月
間
ニ
於
ケ
ル
小
作
人
室
内
職
業
ノ
見
込
ア
ル

ヤ
如
何

八　

安
東
鉄
道
沿
線
ニ
於
テ
弐
百
町
許
ノ
開
墾
地
ヲ
得
ヘ
キ
見
込
ナ
キ
哉
如
何
、
若
有

ト
ス
レ
ハ
其
買
入
価
格
ハ
如
何

此
ノ
件
此
度
久
保
田
愛
城
氏
ノ
書
簡
ニ
テ
分
明
セ
リ
、右
書
中
ニ「
買
取
価
」〔
挿

入
〕
一
天
地
百
弐
十
円
開
「
発
」〔
削
除
〕
墾
費
二
「
三
」〔
挿
入
〕
十
円
ヲ
要

ス
ト
ア
リ
、
一
天
地
ハ
日
本
ノ
何
町
歩
ニ
当
ル
ヤ

右
取
調
之
通
答
有
之
候
ヘ
ハ
組
合
之
相
談
取
極
栗
塚
・
笠
井
両
人
出
張
取
調
ニ
可
参
筈

ニ
候
間
、
可
成
早
々
被
為
申
越
度
存
候
、
右
申
遣
度
、
草
々
不
尽

六
月
五
日　
　

綱

茂
殿

尚
以
お
静
も
去
月
丗
日
よ
り
羽
根
田
之
別
荘
静
養
中
、「
不
食
ニ
付
」〔
挿
入
〕
衰
弱
致

居
候
へ
共
、
幾
分
ハ
宜
様
ニ
御
座
候

【
解
説
】

書
簡
の
冒
頭
部
分
の
内
容
か
ら
、
竹
内
と
吉
田
が
開
墾
地
購
入
に
つ
い
て
、
繰
り
返

し
書
簡
の
や
り
取
り
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
書
簡
【
四
】【
五
】

の
あ
い
だ
に
、
内
容
が
不
明
な
吉
田
の
「
本
月
二
日
書
翰
」
と
竹
内
の
「
別
信
」
が
あ

る
た
め
、
内
容
の
解
釈
に
確
定
で
き
な
い
部
分
が
生
じ
る
。
二
通
の
書
簡
で
登
場
す
る

土
地
は
、
①
金
井
佐
次
の
所
有
地
、
②
竹
内
が
希
望
す
る
官
有
の
払
下
地
な
い
し
貸
下

地
、
③
東
尖
山
・
興
隆
山
の
土
地
、
④
安
東
沿
線
の
土
地
、
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
①
・

②
は
前
半
の
【
四
】
の
書
簡
に
、
③
・
④
は
【
五
】
に
登
場
す
る
。【
五
】
の
書
簡
に

お
い
て
、
竹
内
は
具
体
的
に
③
の
土
地
に
つ
い
て
土
地
の
価
格
、
所
有
権
に
対
す
る
証

明
書
の
有
無
、
安
東
市
街
地
か
ら
の
距
離
や
道
路
の
状
況
、
米
の
収
穫
見
込
量
、
小
作

人
の
雇
い
入
れ
等
、
具
体
的
な
開
墾
計
画
に
関
す
る
調
査
を
依
頼
し
て
い
る
が
、
こ
れ

が
、
①
の
私
有
地
の
こ
と
な
の
か
、
あ
る
い
は
吉
田
か
ら
別
途
②
に
つ
い
て
具
体
的
な

官
有
地
の
払
下
げ
な
ど
の
提
案
を
受
け
、
そ
れ
に
対
し
て
調
査
を
依
頼
し
て
い
る
の
か

は
文
脈
か
ら
は
推
測
で
き
な
い
。

竹
内
は
前
述
の
調
査
を
依
頼
し
た
土
地
の
ほ
か
、
④
の
「
安
東
沿
線
云
々
」
の
土
地

に
つ
い
て
、「
八
」
の
調
査
項
目
で
具
体
的
に
開
墾
地
二
百
町
が
取
得
可
能
か
吉
田
に

質
問
し
て
い
る
。
な
お
、「
八
」
の
注
記
か
ら
、
④
の
土
地
は
、
吉
田
か
ら
提
案
さ
れ

た
も
の
で
は
な
く
、
久
保
田
愛
城
と
い
う
人
物
か
ら
竹
内
に
も
た
ら
さ
れ
た
情
報
だ
と

い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

一
九
一
〇
年
の
韓
国
併
合
に
よ
り
、
朝
鮮
で
は
、
朝
鮮
総
督
府
に
よ
る
土
地
調
査

事
業
が
開
始
さ
れ
、
さ
ら
に
水
利
組
合
事
業
に
よ
っ
て
、
日
本
人
の
大
規
模
土
地
所

有
が
進
展
し
て
い
た
。
竹
内
が
関
係
し
て
い
た
「
組
合
」
の
農
業
開
拓
事
業
も
、
こ

う
し
た
文
脈
の
な
か
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
満
洲
に
つ
い
て
も
、

一
九
〇
五
年
の
日
本
と
清
が
締
結
し
た
満
洲
に
関
す
る
条
約
に
よ
り
、
前
述
し
た
よ
う

な
満
洲
の
鉄
道
附
属
地
及
び
日
本
人
居
留
地
が
急
速
に
発
展
し
て
い
た
。書
簡
か
ら
は
、

朝
鮮
半
島
だ
け
で
な
く
、
満
洲
に
も
農
耕
地
を
獲
得
し
、
事
業
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る

竹
内
ら
実
業
家
の
思
惑
が
み
て
と
れ
る
。

注（
１
）　
『
年
報
』
大
磯
町
郷
土
資
料
館
、
二
〇
二
〇
年
、
三
五
―
三
九
頁
。

（
２
）　
『
安
東
居
留
民
團
十
年
史
』
安
東
居
留
民
團
法
實
施
十
週
年
記
念
會
、

一
九
一
九
年
、四
頁
。中
国
の
居
留
地
及
び
居
留
民
団
に
つ
い
て
は
、渡
辺
千
尋「
居

留
民
団
法
の
制
定
過
程
と
中
国
の
日
本
人
居
留
地
―
天
津
日
本
専
管
居
留
地
を
中

心
に
―
」（『
史
学
雑
誌
』
第
一
二
二
巻
第
三
号
、
二
〇
一
三
）
を
参
照
。

（
３
）　
『
福
澤
桃
介
翁
伝
』
福
澤
桃
介
翁
伝
記
編
纂
所
、
一
九
三
九
年
。
伝
記
に
よ
る

と
、
福
澤
は
国
内
だ
け
で
な
く
、
朝
鮮
、
中
国
の
大
陸
経
営
に
も
関
わ
り
が
あ

り
、
朝
鮮
電
力
会
社
の
創
立
出
願
や
、
中
国
の
水
力
開
発
に
も
興
味
を
寄
せ
て
い



－　34（5）　－

た
（
一
三
六
―
一
三
七
頁
）。

（
４
）　2017-0309

書223

に
「
従
来
領
事
ニ
向
ツ
テ
為
シ
タ
ル
上
申
、
出
願
事
項

ニ
関
シ
常
々
其
実
行
ヲ
見
ズ
、
其
得
意
ニ
於
テ
誠
意
ノ
認
ム
可
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ

ア
リ
ト
ノ
叱
責
ニ
対
シ
テ
殆
ン
ド
弁
明
ノ
余
地
ナ
ク
」
と
あ
る
。

（
５
）　
『
官
報
』
第
九
一
号
、
一
九
一
二
年
、
四
頁
「
朝
鮮
総
督
府
告
示
第
八
十
三
号
」

及
び
朝
鮮
総
督
府
土
地
改
良
部
編
『
朝
鮮
の
水
利
組
合
』
一
九
二
九
年
、七
頁
。

（
６
）　

遠
山
景
澄
編
『
京
浜
実
業
家
名
鑑
』
京
浜
実
業
新
報
社
、一
九
〇
七
、二
四
六
頁
。

（
７
）　
「
朝
鮮
特
電
：
京
釜
鉄
道
会
社
員
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
〇
四
年
五
月
一
二
日
朝

刊
、
三
頁
。

（
８
）　
「
太
平
洋
漁
業
株
式
会
社
株
式
募
集
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
一
七
年
七
月
五
日
朝

刊
、
一
頁
。

（
９
）　

前
掲
注
（
２
）『
安
東
居
留
民
團
十
年
史
』、
二
六
頁
。

（
10
）　

金
井
佐
次
（
か
な
い
・
す
け
じ
）
は
、
確
認
で
き
る
範
囲
で
も
、
日
本
の
軍
政

が
開
始
し
た
直
後
の
一
九
〇
五
年
か
ら
す
で
に
安
東
に
居
留
し
て
い
る
（『
朝
日

新
聞
』
一
九
〇
五
年
八
月
一
三
日
朝
刊
、
七
頁
）。
ま
た
、
の
ち
に
安
東
輸
出
貿

易
商
組
合
長
も
務
め
て
い
る
（
金
井
佐
次
「
朝
鮮
輸
入
豆
粕
検
査
に
就
て
」『
朝

鮮
農
会
報
』
第
一
巻
第
九
号
）。

（
11
）　
「
安
東
豆
粕
製
造
所
日
興
油
房
状
況
」（『
通
商
彙
纂
』
第
三
四
号
、一
九
一
〇
年
）

に
よ
る
と
、
日
興
油
房
は
、
資
本
金
五
万
円
の
日
清
合
資
会
社
で
、
一
九
〇
九
年

一
二
月
に
安
東
鴨
緑
江
岸
満
鉄
附
属
地
内
に
創
設
さ
れ
た
。

（
12
）　JACAR

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.B11091347300

、
４
）
安
東

領
事
館
報
告
（B-3-5-2-187_003

）（
外
務
省
外
交
史
料
館
）


	R2-38
	R2-37
	R2-36
	R2-35
	R2-34

